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概要

株価時系列データからその奥に潜む動力学を明らかにする際、時系列が含む雑音を除く

事は、非常に重要なテーマである口そのため今回はARモデル (1)を応用し、雑音の除去
を試み、その結果から株価時系列の定常性を議論するロ

1 手法

1.1 時系列の定常化

非定常な株価時系列にARモデ、ルを応用する際、時系列の定常化は大きな問題となる。
これまでは、価格P(t)の差の時系列を取ったり、価格の平均値を差しヲ|いた時系列に変

換することによって、時系列の定常化を行ってきた。しかし、これらの方法は極端に非定

常なデータに対しては適用で、きなかったり、トレンドを消してしまう可能性がある。そこ

で、今回は株価変動には指数関数的なトレンド(非定常性)があると考え、それを分離す

るため、以下のような関係を仮定する。

P(t) = ω1 (T)P(t -1) + (1一同(T))月(T)+ F(t) 
=ωl(T)P(t -1) + ~ω (T) + F(t) 、‘E
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ここで、 ωl(T)，乃(T)は時系列の振る舞いを特徴付ける値で、価格P(t)とは異なるスパン
で変化する値とする。これらの値は、残差項F(t)が、

く F(t)2>= min (2) 

を満たすように決定される。この方法によって、 F(t)を0周りの定常と見なせる時系列に

変換する事が可能であると考えられる。

1.2 残差項F(t)の時系列に対し、 Yule-Walker法を適用する

F(t)の時系列に対し、定常ARモデルの決定法として有名なYule-Walker法を適用し、

F(t) =乞向(T)F(t-i) + N(t) (3) 
i=l 

を決定する。ここではN(t)が無相関な時系列、つまり雑音になる事が要求されている。
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1.3 最終的なモデルを決定する

附 = 2子トト仏則i(仰T
= 2工二 f口q】~i(何Tη)P町(tト一 i)+ 1-1昂1(σ何T町)+N川(tωtの) (4) 
i=l 

を最終的なモデルとする。ここで、 N(t)が無相聞になっていれば、動力学と雑音が分離で

きたと考えられる白 (4)式において、ノイズN(t)を除いた動力学は最適移動平均 [2]と呼

ばれる。ここで、仏(T)は以下のように書け、ここから時系列の定常性をARオペレータ
の特性方程式[1]によって判断する。

。l(T)=αl(T) +ωl(T) (5) 

口i(T) 向(T)一向-l(T)ωl(T) (2壬t壬k) (6) 

f!k+l(T) αk(T)ωl(T) (7) 

2 結果
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図1:左図:y.油oo!Inc. (N ASDAQ市場)のある 1日の30秒平均株価変動(価格P(t)，九(T)，
最適移動平均線ー近似由線(トレンド線))右図;左図におけるN(t)の自己相関関数)

図を見ると、最適移動平均線が時系列を追っており、且つN(t)がほぼ無相闘である事

がわかり、ダイナミクスと雑音とが分離できたと考えられるロまたni(T)と品(T)より見
積もったトレンド線も、時系列のトレンドをよく表しており、 ARオベレータ特性方程式

からもこの時系列の非定常性が見て取れた。
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